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滞
古
蹴
志
巻
十
八

例
た
り
け
り
。
今
千
手
院
に
左
の
書
簡
を
持
ち
停
へ
た
り
。

上

巳

蛍
地
千
乎
院
h
、
護
摩
木
毎
歳
一
・
グ
月
二
荷
宛
被
v
下
候
保
、
各
以
昌

手
度
予
千
手
院
敢
に
建
候
様
可
議
昌
申
付
-
候
。
二
荷
之
外
少
も

切
味
不
v
申
様
、
念
度
被
-
申
付
-
元
候
。
恐
々
一
謹
言
。

ハ
時
間
】

寛
永
十
四
壬
三
月
九
日
奥
村
因
幡
守
易
英
判
印

栗
田
久
右
衛
門
殿

倉
地
安
右
衛
門
殿

右
脅
献
に
て
見
れ
ば
、
寛
永
十
四
年
間
三
月
初
め
て
賜
は
り
、
是
よ

り
恒
例
と
成
り
た
る
左
ら
ん
。
但
し
此
の
御
預
け
観
音
と
呼
び
来
れ

る
馬
頭
観
音
の
来
腫
は
、
如
何
怠
る
よ
し
か
停
承
の
事
も
友
〈
.
縁

起
等
も
な
き
ゅ
ゑ
い
ま
だ
詳
か
た
ら
4
1
0

且
奮
藩
よ
り
預
け
ら
れ
し

年
月
等
も
知
る
べ
か
ら
宇
。

。
末
，
光
事
寺

東
減
民
宗
也
。
往
昔
石
川
郡
末
村
に
あ
り
た
り
し
故
に
、
俗
に
末
の

光
専
寺
と
呼
べ
り
。
今
も
末
村
民
光
専
寺
屋
敷
と
て
其
の
遺
蹟
あ
り

と
、
砲
尾
記
に
い
へ
り
。
此
の
道
場
は
.
貞
享
二
年
の
由
来
書
に
、

営
寺
閲
閥
、
文
明
年
中
石
川
郡
末
村
民
於
て
借
鹿
縁
創
立
。
三
世
慶

二
年
小
幡
宮
内
奥
カ
場
杉
九
郎
兵
街
護
起
に
て
日
連
建
立
。
と
あ

り
。
務
停
に
一
宮
ふ
。
創
立
の
頃
の
寺
地
は
、
六
動
林
奮
調
練
場
の
延

漣
・
な
る
火
葬
場
の
地
是
な
り
。
そ
の
か
み
六
勤
林
漣
に
葬
場
を
設
け

度
皆
出
願
す
れ
ど
許
可
無
v
之
、
寺
地
を
火
葬
場
と
す
る
事
勝
手
次
第

.
と
の
事
故
、
延
貸
年
中
泉
新
村
の
村
地
を
諦
地
と
た
し
、
愛
に
移
縛

し
、
欝
寺
地
は
卸
ち
火
葬
場
と
す
。
彼
の
地
に
あ
り
し
頃
、
俗
に
た

ん
ぽ
本
光
寺
と
呼
ぺ
る
に
よ
り
、
今
も
遺
稿
す
と
い
へ
り
。
按
宇
る

に
、
強
起
債
那
場
杉
九
郎
兵
衛
は
、
寛
文
十
一
年
の
士
艇
に
、
小
幡

宮
内
奥
力
百
石
馬
杉
九
郎
兵
衛
八
十
三
歳
と
あ
り
。

。

桃

畠

醤
停
に
云
ふ
。
此
の
地
は
泉
新
村
の
地
内
左
り
し
か
ど
、
昔
は
桃
畠
と

て
、
桃
の
木
を
植
ゑ
あ
り
し
と
ぞ
。
故
に
惣
名
を
桃
畠
と
呼
べ
り
と
。

按
宇
る
に
‘
惣
園
加
賀
風
土
記
K
・
石
川
郡
賞
品
梅
・
栗
・
桑
・
犠
・
模
・

桃
云
々
一
等
了
ι見
ね
た
れ
ば
、
上
代
よ
り
棲
・
桃
た
ど
多
か
り
け
ん
。

或
は
云
ふ
。
泉
野
の
地
は
、
昔
利
常
卿
の
時
、
棲
畠
の
地
K
.
接
木

を
植
ゑ
し
め
ら
れ
‘
桃
畠
の
地
に
は
桃
.
木
を
植
ゑ
し
め
ら
れ
た
り
と

云
ひ
侮
へ
た
り
と
o
今
按
宇
る
に
、
三
重
記
陀
、
元
和
二
年
の
頃
灘

奥
右
衛
門
に
命
ぜ
ら
れ
、
犀
川
の
が
け
の
上
野
に
柿
木
知
・
栗
林
・
葡

金
滞
古
蹟
志
巻
十
八

ニ占ハ

俊
之
時
、
佐
々
成
政
之
家
人
黒
川
又
右
衛
門
与
申
者
、
家
職
七
百
石
一

挨
奥
致
し
有
v
之
慮
、
成
政
放
軍
之
後
叉
右
衛
門
流
浪
致
し
、
康
俊
方

に
寓
居
仕
。
然
底
本
願
寺
設
如
上
人
へ
相
断
、
出
家
矯
v
致
、
名
を
箆

珍
与
改
、
鴛
間
後
住
職
吋
利
常
卿
御
母
堂
縛
踊
院
殿
御
存
知
之
者
に
付
、

元
和
年
中
小
幡
宮
内
事
に
而
‘
泉
野
に
於
而
三
拾
間
四
方
之
寺
屋
敷

拝
領
被
a
仰
付
吋
後
下
安
江
町
へ
移
椋
仕
、
高
治
四
年
四
月
野
町
今
之

寺
屋
敷
拝
領
被
=
仰
付
吋
と
あ
り
o
按
宇
る
に
、
下
安
江
町
の
奮
地
は

光
専
寺
上
地
町
と
い
へ
り
。
漸
得
雑
記
に
載
せ
た
る
金
津
本
町
家
数

調
書
に
、
四
軒
下
近
江
町
三
番
町
光
専
寺
屋
敷
。
と
あ
る
是
也
。
叉

今
の
寺
地
は
、
延
賓
の
金
滞
固
に
、
前
遜
四
十
六
間
三
尺
、
奥
行
南

側
十
八
問
、
北
側
七
間
三
尺
と
記
載
せ
り
。

O
本

光

寺

町

光
専
寺
の
南
側
た
る
小
路
を
い
へ
り
。
此
の
小
路
入
口
小
家
共
廿
四

戸
あ
り
て
、
醤
藩
中
は
本
光
寺
の
門
前
地
也
。
故
に
本
光
寺
町
と
呼

ぴ
た
り
し
か
ど
、
明
治
慶
務
置
鯨
の
後
、
門
前
地
を
厳
し
、
町
名
を

。
源
入
山
本
光
寺

法
華
宗
也
。
由
来
替
に
云
ふ
。
営
寺
の
開
基
は
光
要
院
日
建
。
承
膝

立
て
桃
畠
町
と
す
。

¥、二
七




